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論　文　の　内　容　の　要　旨
細胞性粘菌は主に腐植土壌中に生息し，そのアメーバ細胞は細菌を捕食して二分裂で増殖する。飢餓状態
に陥ると，集合して柄と胞子塊からなる無性的な子実体を形成する。一方で，そのアメーバ細胞は有性生殖
期に入るとマクロシストと呼ばれる構造体を形成する。現在までに 2 科 4 属約 110 種が記載されている。細
胞性粘菌の分類はこれまで子実体の形態のみによってなされてきたが，その形態が比較的単純であるために
分類に混乱が生じている。細胞性粘菌の中でも，Polysphondylium pallidum とその形態的類似種の分類が特に
混乱しており，代表的な種である P. pallidum の定義さえ曖昧なままで，“真の P. pallidum”が明らかではない。
そのために既知種や新タクサの分類学的検討が困難であった。また，細胞性粘菌の中で Polysphondylium 属
は輪生枝を有する最も多様性に富んだ子実体を形成するため，その形態の複雑化にいたる進化を理解する上
で非常に有意義であると考えられるが，これまでに公表された分子系統樹の解像度が低いため，形態進化に
ついて詳しく議論できない状況にあった。そこで，本研究ではとくに，P.pallidum を含む系統的にまとまり
のある種群（ p.pallidum-P. album 群と呼ぶ）の分類，系統，および形態進化を明らかにすることを目的とした。
第 1 章では，① P. pallidum の代表的な 7 株および P. pallidum と P. album のタイプ産地から分離された P. 
pallidum-P. album　群に属する多くの株を用いて交配実験を行なった結果，②新たに導入した形態形質を含
めた形態比較解析の結果，③ P. pallidum および P. album のタイプ標本の精査の結果，をもとに P. pallidum 
-P.album を再定義した。
第 2 章では，まず，P. pallidum および P. album を含む 14 既知種間での詳細な形態比較を行い，種間の形
態的相違を網羅的に示した。次に，日本国内および海外から分離された，P. pallidum-P. album 群に属する株
の形態を既知種のそれと詳細に比較し，形態的に明らかに異なる 8 つの新タクサ（形態種）（P. sp. 1-8）を
見出した。さらに，交配実験の結果と LSUrDNA DI/D2 領域の部分塩基配列に基づく系統解析の結果から，
11 既知種と 7 つの新タクサを独立種であると判断した。一方，P. pallidum-P. album 群と Polysphondylium 属
－ 380 －
のタイプ種である P. violaceum とを，第 1 章で導入した新規形質を含めて比較解析し，これらが形態的に
明確に異なることを明らかにした。この結果と Schaap ら（2006）による系統解析の結果をもとに，P. palli-
dum-P. album 群を新属に移行することを提案した。
第 3 章では，P. pallidum-P. album 群の選抜された 12 既知種と 4 新種に属する代表株 16 株，および外群
2 種に属する 2 株について，SSU および LSUrDNA の全長の塩基配列に基づく系統解析を行った。両 rDNA
の連結データに基づく最尤法の解析により，Schaap ら（2006）の系統樹よりも解像度の高い系統樹を得た。
この結果と上記の LSUrDNA DI/D2 領域の系統解析の結果を踏まえて， P. pallidum-P. album 群の形態進化に
ついて次のような考察を行った。1）パターンの限られた形態進化の過程で，原則的に形態の複雑化が生じ
ている（一部において，二次的に単純化も起こっている） 2）輪生枝指数および節数の増加，先端セグメン
トが極端に長くなる現象が本種群内の別々のクレイドで認められたことから，これらの現象は本種群内で平
行進化によってもたらされたものと考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
本研究では新たな形態形質を加えるだけでなく，交配および系統関係を考慮に入れて分類を行うことによ
り，これまで形態形質のみによって分類が行われてきたために生じていた混乱を解消することができた。と
くに，① P. Pallidum および P. album を再定義できたこと，② P. pallidum-P. album 群において新種を記載す
るとともに，独立種を明確に同定できたこと，③ P. pallidum P. album 群を Polysphondylium 属のタイプ種で
ある P.violaceum とその近縁種とは別の属とすることの妥当性を指摘できたことは重要な成果と認められ，
今後の細胞性粘菌の系統分類学の研究に大きく貢献するものと考えられる。さらに，形態進化のモデルにな
ると考えられる P. pallidum-P. album 群において，比較的解像度の良い系統樹を提示できたことも大きな成
果であり，今後，本種群の進化研究を展開する際の基盤構築ができたと考えられる。
よって，著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
